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【分析結果】
いなべ市内の企業数及び事業所数は減少傾向にある。したがって、廃業＞開業となっている。いな

べ市内の従業員数は増加傾向にあり、地域での雇用が創出されている。一方で、創業の機運が高まっ
ていないことが考えられる。



【分析結果】

いなべ市においては製造業が60％と半分以上を占めており、全国・三重県と比較しても突出して
いる。この要因としては、大手自動車部品メーカーの生産拠点が所在しており、関連する製造業も多
いことが考えられる。次いで、卸売業・小売業が15％、建設業が9.3%と続き、サービス業は構成比
が低い水準となっている。



【分析結果】

製造業における従業員数が１番多く、地域の雇用の大部分を占めている。この要因としては、大手
自動車部品製造メーカーの生産拠点があるためだと考えられる。時点で、医療福祉における雇用が多
い。卸売業・小売業、サービス業においては、事業所数は多いが、従業員数は少なく、雇用創出には
繋がっていない状況となっている。



【分析結果】

いなべ市において稼ぐ力の最も大きな産業は、製造業となっており、他の産業と比べ突出している。
また、医療、福祉と建設業においても特化係数が１よりも大きい産業であり、稼ぐ力を持っている。
一方で、サービス業、卸売・小売業は付加価値額の向上が課題であると考えられる。



【分析結果】

三重県北勢エリアにおける他都道府県からの移動は、愛知県、岐阜県からの移動だけで50％を超
えている状況である。夏季休暇や年末年始における帰省により、一時的な移動の増加が見受けられる。
また、新型コロナ感染症により、隣県で緊急事態宣言やまん延防止重点措置が発令された場合、地域
の経済への影響を受けやすいことが考えられる。



いなべ市の滞在人口の月別推移

【分析結果】
いなべ市における滞在人口は、休日に比べ、平日の方が多い。また、夜間に比べ、日中

の滞在人口が多い傾向がある。したがって、勤務先がいなべ市内にあり、住居が市外にあ
るという人が流入することによる滞在が多いことが考えられる。


